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１.組織の概要

対象期間 2022年6月1日から2023年5月31日



(1）事業者名及び代表者名
　　福島工業株式会社
　　代表取締役　福島　正樹

（2）所在地
　　〒370－1102　群馬県佐波郡玉村町大字飯塚１１２

（3）環境管理責任者及び連絡先
　　責任者　　試作部　　高田　亮介
　　連絡先　TEL　0270-65-3690　　FAX　0270-65-3691
　　e-mail　s-fuku@sunfield.ne.jp

（4）事業の内容
　　自動車部品などの金属プレス板金加工及び各種部品の試作品加工

（5）事業の規模
　　創業年  　昭和44年2月5日 会社沿革
　　資本金  　1,000万円 昭和44年伊勢崎市今井町に会社設立
　　売上高　   3.5億円 昭和54年現在地移転
　　従業員   　25名 平成9年株式会社に変更
　　敷地面積　5,670㎡
　　建築面積　1,254㎡

　　
（6）エコアクション21の運用組織

環境委員会メンバー エコ事務局
福島代表取締役 藤井部長
藤井部長 細野課長
細野課長 高橋　宏
高橋　宏 高田　亮介
高田　亮介 干川　和敏
干川　和敏

（1）認証・登録範囲
福島工業株式会社　全組織・全活動
自動車部品などの金属プレス板金加工及び各種部品の試作品加工
関連事業所無し

（2）環境経営レポートの対象期間及び発行日
対象期間：2022年6月1日～2023年5月31日
発行日：2023年7月6日
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２.対象範囲
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１.組織の概要

最高責任者
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福島　正樹

　　　　　　（5）騒音、振動（プレス騒音、プレス振動）

　　4、環境関係の教育を行い、知識を深めると共に社員の環境意識を向上させて行きます。

制定　平成30年6月19日

福島工業株式会社

代表取締役　

　　3、当社の事業活動において使用される資源や、騒音、振動を含めた排出物の低減
        と、環境に優しい商品の購入を、数値目標を立て取組みます。

　　　　　　（1）燃料（ガソリン、軽油、灯油）、電力（動力、照明、空調）

　　　　　　（2）廃棄物（可燃性廃棄物、産業廃棄物）、油（加工油、タービン油）

　　　　　　（3）水（水道）

　　　　　　（4）グリーン購入、エコ商品購入（優先的に購入）

基本方針
　　　　当社は試作、プレス加工、溶接加工と言った生産活動の中で、環境に与える影響を

　　　認識し全社を挙げて、自発的に下記の環境保全活動に取り組みます。

　　1、環境関連法令を遵守し、地域社会との融和に努めます。

　　2、一年毎に活動実績を分析し、それを元に計画を立て継続性のある活動を実施して

　　　　行きます。

３.環境経営方針

環 境 経 営 方 針

基本理念
　　　　私たちは、水資源豊かなこの群馬の自然環境との共存共栄を目指し、環境保全を

　　　企業の責務と捉え、常に自然環境に目をむけた企業活動を行います。



１.環境経営目標と実績

２.主な環境負荷実績（総量）
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水資源投入量（㎥） 321 335 321.5 327.5

CO2排出量（kg-CO2) 227,738 202,149 200,598 193,834

廃棄物排出量(kg) 367,300 275,830 262,280 214,107

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ（株）2021年度実績0.451kg/kwhを使用しました。

環境への負荷 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

6.自らが生産・販売・
   提供する製品の
   環境性能の向上
   及びサービスの改善

不良
発生ゼロ

生産部
不良0件

生産部
不良0件

生産部
不良0件

目標達成

試作部
不良0件

試作部
不良0件

試作部
不良0件

目標達成

5.化学物質の使用量の
　 削減と管理

PRTR法
使用量
把握

PRTR法
使用量把握

PRTR法
使用量把握

PRTR法
使用量把握

PRTR法
使用量把握

2021年実
績に対して
1.0％削減

2021年実
績に対して
0.5％削減

4.騒音、振動の低減
   油流出防止
   土壌汚染防止

法令順守 法令順守 法令順守 法令順守 法令順守

3.水資源投入量の削減
    （㎥）

321.0
2019年実

績に対して
1.5％削減

316.6 327.5
基準年に対し
て2.0％増加

基準年に対し
て15.0％削減

2021年実
績に対して
0.5％削減

2.廃棄物の削減
    (総量）kg

367,300
2019年実

績に対して
1.5％削減

361,790 214,107
基準年に対し
て41.7％削減

目標値 実績 達成状況

1.二酸化炭素排出量の
   削減(総量）kg

227,738
2019年実

績に対して
1.5％削減

224,321 193,470

４.環境経営目標と達成状況

環境経営目標

基準値 今年度目標
次年度及び
中長期計画

2019年 2022年

実績 目標

2023年 2024年

目標 目標

2021年実
績に対して
0.5％削減

2021年実
績に対して
1.0％削減

試作部
不良0件

2021年実
績に対して
1.0％削減

法令順守 法令順守

PRTR法
使用量把握

PRTR法
使用量把握

生産部
不良0件

生産部
不良0件

試作部
不良0件



定期的なエアコンやコンプレッサフィルターの清掃や定期点検、OA
機器の省エネ設定を点検し電力消費量を抑制しています。

③エアコンフィルター掃除 コロナの影響もあり仕事量が減少した為排出量の抑制に繋がった。
⑤OA機器の省エネ設定確認
⑥レーザー加工機定期点検

産業廃棄物管理票交付状況等報告書は提出済。
納入箱、木材パレットの客先返還の推進を継続実施。
次年度も同様な活動を継続して行っています。

漏水点検を実施し地道な努力をしております。
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③脱脂作業にディスペンサー導入 化学物質の使用量削減と言う意味で使用量を把握しております。

生産部不良発生0件、試作部不良発生0件でした。
次年度もゼロを目標に、改善活動を行って行きます。

6．自らが生産・販売・提供する製品の
環境性能の向上及びサービスの改善

①不良発生ゼロ

5．化学物質の削減・管理
①PRTR制度化学物質使用調査 PRTR制度化学物質使用量把握について
②PRTR制度化学物質使用量把握 法律に該当する規模ではないが

③新規金型は低騒音低振動化に配慮 浄化槽法定点検は12月に実施済。

4．騒音、振動の低減。油流出の防止
　土壌汚染防止
①騒音自主測定 油流出防止備品のチェックや周辺環境整備を行った。
②騒音、振動低減を考慮し作業を行う 騒音自主測定は6月に実施済。

①漏水点検を行う
②節水の徹底 次年度も継続的な節水を行っています。

③ダンボール再資源化の徹底
④産業廃棄物保管場所整理

3．水資源使用量の削減

2．廃棄物の削減
①産業廃棄物管理票交付等報告
②規格外納品箱管理徹底（客先返還）

②コンプレッサオイル点検

量産工場内電灯LED化検討。
次年度も細やかな節電活動を継続して行う予定です。

⑦コンプレッサ定期点検

環境経営計画 実施状況とその評価、次年度の取組内容

1．二酸化炭素排出量の削減
①エアコン、クーラーの温度管理

５.環境経営計画の実施状況とその評価、次年度の取組内容



＊　環境関連法規への違反はありません。
また、関係当局からの違反の指摘や、訴訟等もありませんでした。
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フロン排出抑制法

1.簡易点検の実施
  （経産・環境省告示　第2-1、別表１）
2.定期点検の実施
  （経産・環境省告示　第2-2、別表2）
3.廃棄時フロンの廃棄、再生等の確認

簡易点検、定期点検とも実施。

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

1.事業者の責務（法3条）
2.事業者はその廃棄物を自ら処理しなければならない
    （法11）
3.産業廃棄物の収集運搬及び処分依託基準
    （施行令第6条の2）
4.産業廃棄物保管基準（法12条の2施行規則8条）

産業廃棄物業者と契約を交わし
マニュフェストを受け取り適切に
管理している。

公害防止組織法 1.公害防止管理者（国家試験資格）の選任と届出    資格を取得し選任と届出済み。

騒音規制法

1.騒音規制法における特定施設
    （法2施行令１条別表１）
2.特定工場において発生する騒音の規制基準（法5）
3.市町村に特定施設の設置・変更・廃止などの
    届出（法6、8、10、11、14など）

継続的に騒音測定を行い監視していきます。
近所からの苦情は無し。

振動規制法

1.振動規制法における特定施設
    （法2施行令１条別表１）
2.特定工場において発生する振動の規制基準（法5）
3.市町村に特定施設の設置・変更・廃止・継承などの
    届出（法6、8、10、11、14）

2006年測定し問題無し。
その後設備に大幅な変更は無いので、
現在も問題ないと推測。
近所からの苦情も無し。

　　訴訟等の有無

法律・条例
その他の名称 要求事項 遵守状況

浄化槽法

1..新設又は変更時に届出(法5)
2.保守点検の技術上の基準を遵守すること
    （法8条施行規則第2条）
3.年1回定期検査を受ける（法11）
4.清掃の技術上の基準を遵守すること
    （法9条施行規則第3条）

2023年3月に実施。

６.環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、



2022年7月8日、経営者による全体の評価と見直し議事録より
１．環境管理責任者からの報告に対する評価コメント

2021年度目標は順調に推移しており、2022年度は中期最終年なので
目標達成できるように努力しましょう。

２．環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制についての変更の必要性
現状のままで問題無し。

2022年12月23日、経営者による全体の評価と見直し議事録より
１．環境管理責任者からの報告に対する評価コメント

最後まで目標達成のために出来ることは確実に実行しましょう。

２．環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制についての変更の必要性
現状のままで問題無し。
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７.代表者による全体評価と見直しの結果


